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シリーズ介護保険制度第1回

　わたしたちはいま高齢社会のなかにあり、21世紀の半ばには３人に１人が高

齢者という時代を迎えようこしていま百。

　寝たきりや痴呆の高齢者が増える一方で、介護堰る人も高齢になり、また働

きに出る女性も増えるなご家族だけで介護することは難しくなって:いま堰。

　介護は誰もが直面する問題になっています。そこで、介護を社会全体で支え

る「介護保険制度」が生まれました。

護保険の(4･｡｡

①介護を必要とする状態になっても、自立した生活ができるよう、高齢者

　の介護を社会全体で支える仕組みです。

②身近なケアプラン作成事業者に相談すれば、これまで福祉と医療に分か

　れ、窓口も別々で利用しにくかった介護サービスを総合的に受けられる

　利用しやすい仕組みです。

③社会保険の仕組みにより、受けられる介護サービスと保険料との関係が

　分かりやすい仕組みです。

　運営主体（保険者）は、壬生町です。

言制度のスタートは、平成12年４月からです。

づ要介護認定」の申請は、平成11年10月からはじまります。

　介護保険に加入するのは、40歳以上の方です。

　寝たきりや痴呆などの場合にサービスが受けられます。

　・65歳以上の方（第１号機保険者）

　　常に介護を必要とする状態（要介護状態）や、日常生活に支援が必要

　　な状態（要支援状態）になった場合にサービスが受けられます。

　・40歳から64歳までの方（第２号機保険者）

　　初老期の痴呆、脳血管疾患など老化が原因とされる病気により要介護

　　状態や要支援状態になった場合にサービスが受けられます。

２
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こんな人が利用できます

要介護状態または

要支援状態と認定された人

第１号被保険者

サービス料金の１割を

自己負担します。

申請から

利用まで

ビス

用

所得に応じて５段階の保険

料が設定されます。

老齢・退職年金が年額18万

円以上の方は年金から天引

きされ（特別徴収）､それ以

外の方は町へ納めて（普通

徴収）いただきます。

第２号被保険者Tj……回‥y……1･i...

●在宅サービス事業者に

　直接申し込みもできます

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

　
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
）

●介護保険施設に

　直接申し込みもできます

要
　
介

護

認

定

★次回は「要介護認定について」

　を掲載しま可。

★介護保険制度について研修を

　行いたい団体は、人数の多少

　にかかわらず下記へご相談く

　ださい。

問合せ　役場民生部介護保険推進室

　　　　　　TEL 81 － 1 876 ・ 1 877

要介護状態または　　　　，

要支援状態が｢特定疾病｣で＼

生じたと認定された人　　へ

加入している医療保険の
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　自己負担します。

訪問調査結果による一次判定

[吊床弔]

治医の意見書

●本人や

　家族などが申請

ヽ 一
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利用でき？

。条件は

圭

皆



在宅介護支援センター

-

介
護
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
ご
相
談
・
訪
問
に
伺
い
ま

　
町
で
は
昨
年
度
ま
で
、
「
壬
生
町
在
　
　
け
た
場
合
、
訪
問
等
に
よ
り
在
宅
介
護

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
と
荘
」
↓
　
　
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
指
導
、
助
言
を

か
所
で
、
在
宅
介
護
に
関
す
る
相
談
や
　
　
行
い
ま
す
。

町
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
「
壬

生
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
上
北
気
」

を
開
設
し
、
４
月
1
4
日
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
在
宅
介
護
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
、
２
か
所
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

相
談
・
指
導
が
扱
村
営
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
方

　
壬
生
町
に
お
往
ま
い
の
お
お
む
ね
6
5

歳
以
上
の
方
で
、
虚
弱
、
寝
た
き
り
、

痴
呆
等
に
よ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
介

護
が
必
要
な
方
。
ま
た
そ
の
介
護
者
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容

馨
在
宅
介
護
に
関
す
る
相
談
を
、
電
話
、

面
接
等
に
よ
り
2
4
時
間
体
制
で
専
門
職

員
が
対
応
し
ま
す
。

・
町
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
）
の
申
込
受
付
け
、

利
用
施
設
に
対
す
る
連
絡
調
整
を
行
い

ま
す
。

四
介
護
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
方
や
福

祉
委
員
（
民
生
委
員
）
か
ら
連
絡
を
受

⑩
福
祉
機
器
・
介
護
機
器
の
展
示
、
利

用
者
に
あ
っ
た
機
器
の
紹
介
、
選
定
、

表割域地

使
用
方
法
等
に
つ
い
て
相
談
、
助
言
を

行
い
ま
す
。

※
壬
生
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

２
か
所
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
利
用
さ

れ
る
方
の
利
便
性
と
支
援
セ
ン
タ
ー
の

円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
中
学
校
学

区
を
基
本
に
担
当
地
域
を
左
記
の
よ
う

に
し
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

施　　設　　名 担　当　区　域

壬生町在宅介護支援センター元気

所在地　壬生町大字壬生甲２３４２-３

　　　　ＴＥＬ　８２－９９３１

　　　　ＦＡＸ　８１－１１５５

下表町　中表町　下横町　今　井　上表町

泉下音　城東町　舟　町　栄　町　ｲ中通町

上通町　三好町　旭　町　万　町　上新町

下馬本　西高野　城　内　城　南　馬　場

原　宿　鉄冊内　上　坪　前宿坪　音　坪

星の宮　至宝灯北　ひば竹丘　六拐群　車　坂

下台団地　至宝灯南　駅　泉　肘壬生凱釜ケ淵

原理鹿島傾斜圃下町上町

本　郷　桧　原　西　部　中　央　北　原

音　宿　下　理　泉　原　鰹　沼　福和田

壬生町在宅介護支援センターみなと荘

所在地　壬生町大字北小林８１２

　　　　ＴＥＬ　８６－３５７９

　　　　ＦＡＸ　８６－６３２２

該剔ぽ　六何紐　皿づ[4　囲二月　何づ自

何回H　何回U　幸則］　おももゃの長　いずみ

北小林　安塚一　安塚二　上長田　上　田

中　泉　肋　谷　助谷原　落　合　国谷中央

国谷新田　肝三月　緑則月　あけぼの　安塚三

安塚南部　若　草　国谷本田　安保中央

４



,おもちや博物館に10万人
一 一 一 一 一 一

胆
貳
割
叡
感
　
。
灘
噺
蜀
腫

　
開
館
４
年
目
に
当
た
る
平
成
1
0
年
度
の
お

も
ち
ゃ
博
物
館
の
来
館
者
が
1
0
万
３
。
８
３
士

人
を
数
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
９
年
度
を
約
４
千
人
上
回

る
も
の
で
、
↓
日
当
た
り
で
は
、
３
４
０
人

と
な
り
、
町
営
博
物
館
等
で
は
、
県
内
有
数

の
来
館
者
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
好
評
の
理
由
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
来

館
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た
企
画
展
の
開
催
、

お
も
ち
ゃ
団
地
協
同
組
合
を
中
心
に
お
も
ち
ゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＝　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W吟　　〃％♂＝声宍戸４平糾汽　　　　　　　　　　　　＿ﾒｻﾞｍＴ７

ｓ｀

　　　　　　　－ﾆ≒－－４回声。畔７甲4雫乖一一一一^

メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
新
作
玩

具
展
、
プ
ラ
レ
ー
ル
展
を
け
じ
め
、
お
も
ち
ゃ

の
鉄
道
展
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
収
蔵
品
展
等
々
、

ま
た
、
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
手
作
り
お

も
ち
ゃ
教
室
や
お
も
ち
ゃ
病
院
な
ど
多
様
な

事
業
展
開
の
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
度
も
来
館
者
の
意
見
等
を
取
り
入
れ
、

楽
し
い
催
し
等
を
行
い
ま
す
。
町
内
の
皆
様

も
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

八
っ
年
度
予
定
さ

　
れ
て
い
る
事
業

▼
企
画
展
・
作
品
展
等

舎
弟
９
回
企
画
展
「
収
蔵
品
お
も
ち
や

　
の
飛
行
機
大
集
合
」

　
期
　
間
　
５
／
帽
子
７
／
４

泰
雄
１
回
特
別
企
画
「
壬
生
町
と
お
も

　
ち
や
」
　
後
援
　
㈱
ト
ミ
ー

　
期
　
問
　
７
／
1
7
～
８
／
3
1

＠
弟
1
0
回
企
画
展
「
収
蔵
品
ア
ニ
メ
キ
ャ

　
ラ
」

　
期
　
間
　
1
0
／
1
0
～
1
2
／
2
6

翁
竿
1
1
回
企
画
展
「
収
蔵
晶
展
」

　
期
　
間
　
２
／
６
～
４
／
９

心

▼
教
室
・
病
院
等

參
お
も
ち
ゃ
病
院
　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

　
の
修
理
を
し
ま
す

　
開
催
日
　
６
／
2
0
、
７
／
1
8
、

　
８
／
1
5
、
９
／
1
9
、
1
0
／
1
7
、

　
‥
１
１
／
2
1
、
1
2
／
1
9
、
１
／
1
6
、

　
２
／
2
0
、
３
／
1
9

＠
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
　
身
近
に
あ

　
る
材
料
で
簡
単
に
で
き
る
楽
し
い
お

　
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
ま
す

　
開
催
日
　
６
／
2
7
、
９
／
2
6
、

　
1
0
／
2
4
、
１
１
１
１
／
2
8
、
１
／
2
3
、

　
２
／
2
7
、
３
／
2
6

▼
イ
ベ
ン
ト
各
種

蓉
博
物
館
無
料
開
放
　
６
／
1
3
（
県
民

　
の
日
）

蓉
夏
休
み
映
面
会
　
７
、
８
月
予
定

参
ま
す
の
っ
か
み
ど
り
大
会
　
８
月
予
定

参
メ
ル
ヘ
ン
劇
場
　
９
／
1
5

参
第
４
回
お
も
ち
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
1
1
／
３
（
博
物
館
無
糾
問
何
１
１
ノ
３

　
～
古

参
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
　
1
2
／
2
3

懲
年
末
餅
つ
き
会
　
1
2
／
2
6

参
ひ
な
ま
つ
り
フ
ェ
ア
　
３
／
５

※
催
し
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の

　
都
度
広
報
み
ぶ
お
知
ら
せ
版
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
お
も
ち
や
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
　
ナ
イ
ス
ト
イ

　
　
　
　
　
昔
８
６
－
７
１
１
１

５
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問
合
せ
先

収
集
日

収
集
場
所

週
１
回

も
え
る
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
も
え
る
ご
み
の
収
奥
目
と
は

曜
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
）

町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
�
8
2
‐
ｃ
ｇ
ｔ
（
Ｎ
ｔ

町
保
首
謀
環
境
公
害
孫

　
　
　
　
　
�
8
1
－
－
１
上
Ｑ
Ｕ
り
０
４

　
町
で
は
、
ご
み
の
再
資
源
化
∴
減
量

を
進
め
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
「
資

源
ご
み
」
（
新
聞
紙
、
雑
誌
額
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
紙
、
有
額
、
紙
パ
ッ

ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
）
の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

　
必
ず
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
、
決
め

ら
れ
た
方
法
で
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
家
庭
に
配
付
し
て
あ
る
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」
や
上
記
の
資
源
ご

み
の
出
し
方
を
よ
く
ご
覧
の
う
え
、
収

集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６

雑誌類

ボづし紙

／＼ MILK ／＼ MILX

rゝ¥⌒Vぜ

〃

Ｃ二1

唇}ヽ

四1 らへ｡ｚ＾ｙ

／・

/ヘーＶｒ〃

爺

心八八嘔Ｇ
＼／

紙パリク

発泡スチロづしトレー

新聞紙

　
白
Ａ
�
�

　新聞紙､雑誌類（チラシを含む）、

布類、ダンボール、ボール紙、紙

パック、ペットボトル、発泡スチ

ロール（食品容器、トレー、魚箱、

家電包装材など）

　　　　出すときの注意

　新聞は、新聞紙とチラシを別々

にして、十文字に結束して出して

ください。

　雑誌類、ダンボールは、十文字

に結束して出してください。

　ボール紙の容器類（ｲﾋ粧箱等）

は開いてから十文字に結束して出
　　　　　　　　　　　　　　　　I’-　　’■　‾ダンボ‾ル　してください。

ぺヽリトボトJし

　布類はひもできちんと結束する

か、ポリ袋に入れて出してくださ

い。

　祇パックは、開いてよく洗浄し、

乾燥してから結束して出してくだ

さい。

　ペットボトルは、キャップとラ

ベルをはずし水洗いをし、つぶし

てからポリ袋に入れて出してくだ

さい。

　発泡スチロール（食品容器、ト

レー等）はよく洗浄し、乾燥して

からポリ袋に入れて出してくださ

い。

　大きいものは結束して出してく

ださい。



リ
サ
イ
ク
ル
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
宍
。
。
ノ
。
。
。
犬
。
。
。
。
。
。
。
…
…

　
　
８
０
０
ト
ン
の
ご
み
が
減
量
（
資
源
化
）
ぺ

　
町
で
は
、
急
増
す
る
ご
み
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
資
源
ご
み
回
収
報

償
金
交
付
要
綱
を
制
定
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ご
み
減
量
化
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
源
ご
み
回
収
運
動
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
１
年
間
で
約
8
0
0
ト
ン
の
ご
み
を
資
源
化

（
減
量
）
並
び
に
約
5
5
万
９
千
木
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

｜

｜

資
源
ご
み
回
収
実
績

　
回
収
内
訳

布ダ卸新
」

聞

紙

ン
ボ
ー
ル

計頻頻詰

４
士
８
．
０
ト
ン

↓
２
９
．
４
ト
ン

↓
１
６
．
９
ト
ン

　
　
９
Ｕ
．
　
４
ト
ン

６
６
７
．
７
ト
ン

ビ
　
　
ン
　
類
　
　
９
２
・
６
ト
ン

鉄
　
く
　
ず

ア
ル
ヽ
又
・
鋼
類

そ
　
　
の

合　/J

計他

　
２
５
．
３
ト
ン

　
　
９
．
８
ト
ン

　
　
４
．
４
ト
ン

士
り
ｏ
ｎ
乙
．
Ｉ
卜
゛
ノ

計
　
７
９
９
・
８
ト
ン

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
実
績

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
団
体
）

回
収
本
数
５
５
８
’
４
２
４
本

トボトル回収実績表ツぺ平成10年度団体別資源ごみ・

突団　体　名
資源ごみ

　　(kg)

ﾍﾞｯﾄﾎﾞﾄﾙ

　　(本)
団　体　名

資源ごみ

　　(kg)

ペットボトル

　　(本)
団　体　名

資源ごみ

　　(kg)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

　　(本)

いずみ育成部 10,185 - 至宝南自治会体育部 5,504
-

19,259

4,173 千生.町方稲葉小学校ＰＴＡ 　　　－

一一一一

　　33,037

10,240

いずみ白浜会 - 8,853 下表町川合会 11,623 ドIJ｣'立羽牛丿刊小学校ＰＴＡ 8､315

いずみ野球部 8,463 - 下台ﾄJ･|地子供会育成会 2,790 4,449 私印[｣'ヽI回引同ヽ学校ＰＴＡ 15,660 　3､477

　J㎜㎜㎜㎜㎜16,423‥心公 8,452 910 ﾄﾞ横111｣丁康治 23､154 11,135 ドIJ｣つIUIﾐ小学校ＰＴＡ -

今井出合公 2,090 - 城卯町自治会 - 2,266 和り[｣こ壬生起小学校 980 886

駅東子供会育成会 17,178 6,790 城内自治会 11,160 11.080 千生町立モ生東小学校 - 3,133

落合千供会育成会 5,415 2,534 城南長寿公 5,895 - 壬生町立膝小学校ＰＴＡ - 12,493
落合自治会 26,935 17,689 城南婦人会 2,543 4,708 壬生町立安塚小学校 - 15,415

おもちゃのまち子供育成会 10,307 2,242 すみれ会 - 1,357 壬生町立安塚小学校ＰＴＡ 33,725 -

鹿島生活改善クラブ 15,889 - 生活改善クラブあざみ会 4,560 3,750 千生町立千生中学校ＰＴＡ 47,755 14,187

上大町自治会 19,910 8,970 生活改善クラブ弥生会 6,984 2,000 壬生町立雨犬飼中学校ＰＴＡ 11,131 41,706

上稲葉上町天狗杉折 10,957 6,950 せせらぎ学園第３班 37,625 30,248 壬生町大字安保育英二班 671 1,108
上田子供育成会 18,999 6,040 第一化成清泉寮 - 1,800 壬生町消費者友の会 - 5,308
.に通町自治会 12,839 肌866 合坪生活改善一クラブ 1,000 7,700 .石生町心身障害者親の会 510 -

北小林子供会育成会 12､828 2,480 東下台育成会 6,678 2,104 睦作聚所保護者会 80,573 91,870

llC塚育成会 8,842 2,428 栃木県､､yズソ目ﾂﾞ卒学校 5,820 6,000 六訟|ﾋ部育成会 6,818 200

県営石生住宅育成会 607 10,050 中泉了･供育成会 10,005 2,031 六美南部第一･育成会 8,394 4,678
県営壬生住宅自治会 5,944 - 中表町自治会 6,890 3､021 六美南部第二育成会 15,710 -

鰹沼自治会 16,485 3,400 仲通町育成会 7,290 3,746 安塚-自治会あけぼの会 7,226 4,834

秋桜 - 200 西高野老人会 5,220 一 安塚三自治会 31,412 28,080

雇用促進住宅内育成会 3,443 - 馬場自治会 1,758 1,100 安塚中央鹿島原 17,811 11,099

幸町一丁目育成会 2,001 - ひばりケ庄育成会 2,255 - 安塚中央コスモス会 8,400 1,983

幸町二丁目自治会 - 6,220 ひまわり会（文化部） - 2,350 やすづか保育園保護者会 2,972 6,432

幸町ぐ丁目自治会 2,173 - 福和田小松原部落 724 350 ゆうがお会 6,150 7,075
幸町四丁目育成会 6,264 - フリーマーケットの会 - 2,240 万町自治会 12,614 12,640

さくらんぼ共阿呆育同を育てる会 5,174 1,950 星の宮育成会 6,960 1,157 ルネプラッツ22 - 1,550
三修会モ牛､北剣道教室 - 5,346 緑町一丁目自治会 16,953 7,915 若草育成会 1,372 235
至宝北r･供育成会 12,797 5,023 緑町二丁目自治会 9,213 5,279

ヤ宝町婦人会 - 3,864 緑町三・四丁目育成会 5,854 1,826

至宝阿南育成会 4,261 4,384 壬生寺保育園 2,352 8,460 。　　　計 799,805 558,424

７



き

　 ｔ

万旭三上伸栄舟城東上今下中下

　　好通通　　　東下表　横表表

町町町町町町町町合町井町町町

高

岩

忠

市

一戸

崎

豊

治

粕

尾

試

作

田

中

栄

太

田

貞

夫

山高高橋大町小中耕

　　　　　　　田田山山本島田垣村高

光林良紘宮幸繊正和

雄造一一治明男昭男

至
宝
町
北

六
美
町
北
部

ひ
ば
り
ケ
丘

緑
町
一
丁
目

緑
町
二
丁
目

幸
町
一
丁
目

幸
町
二
丁
目

幸
町
三
丁
目

幸
町
四
丁
目

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

い
　
ず
　
み

六
美
町
南
部

車
　
　
　
塚

六
美
町
中
央

下
台
団
地

駅
　
　
　
東

　
町
内
各
自
治
会
の
代
表
と
し
て
、
ご

活
躍
い
た
だ
く
、
平
成
‥
‥
１
１
年
度
の
行
政

協
力
委
員
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま

し
た
。

　
行
政
協
力
委
員
さ
ん
は
、
町
へ
の
要

望
や
広
報
紙
、
各
種
通
知
等
の
配
付
を

は
じ
め
、
環
境
美
化
や
防
犯
活
動
、
社

会
福
祉
の
推
進
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ

犬
フ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賠
）

星合言上

の　　宿

営坪坪坪

田
向
稲
荷
内

吉田福大佐馬中渡沢絵村黒粂稲永犬高山

田崎田橋藤場尾辺田面桧子川垣島栗橋川

盛弘　重善　靖哲　建政義 栄進義

海
老
沼

原島族滅西下上

　　　　高馬背

宿場市内野本町

寺篠黒阿岡甫甫三荒
　　　　久
内原川岸本牧牧好川

重　　　良安　　　興為

之子螢男光惇郎可憲一人昭悦稔一治次敬誠夫功茂治夫董清光七

本上下

栃木県議会議員選挙　郷町町

下
馬
本

鹿原釜

　　ケ

稲高評湯
葉

下都賀郡北部選挙区投開票結果＼早森三青岩中鈴

レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妄田上柳本村木

　栃木県議会議員選挙が４月↓ｍ、県下一斉に行われ、本

町でも↓9の投票所で投票が、また、開票は、午後９時から

中央公民館で行われました。木町の投・回票状況は、次の

とおりです。

投票状況

有権者数 投票者数 投票率，

壬生町 30,5(且 ﾚ1,575 47.79％

選挙区計 68,873 36,282 52.68％

一候補者別得票数（定数２、届出順、敬称略）

候　補　者　名 壬生町 選挙区計

こじま　義之 3,948 7,008

こいぬま　義　則 8j89 n,534

ひろせ寿雄 2,124 17,033

政

一

光光健　　　晋

一一吾功正久

上安安北

長塚塚小…………

田二一林　ニ‥

中本横森
　野
嶋内尾田

勇楊真一

悦玄一生

安

塚

中

失

岡
谷

本
田

若安安

　塚塚
　幽
草部三

藤田粂西川

1,534　i　洋

酒匹

中川尾津

正芳善

至
宝
阿
南

県
営
壬
生
住
宅

柴鴇

田田

　卓

総裁

゛
行
政
協
力
委
員
さ
ん
7
9
人
決
ま
る

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
八
し
ま
す

福鰹東下台北中西松

和

田沼原坪宿原央部原

安百石秋高岡篠高大

　目納鬼川沢山部原橋森

昭徳昭芳勝武一

雄弥三夫見夫男博保

国
谷
中
央

国
谷
新
田

緑
町
三
丁
目

緑
町
四
丁
目

あ
け
ぼ
の

日
向
野

落肋助中上

　谷

合原谷泉田

福犬粂高杉瓦小渡大

田本川山田井川辺垣

淳武昭欣栄正　　　和

直推重守仁一二一也三義正渡也

　　　　　　　　　　　　　８



・
要
望
は
相
談
委
員
へ

大
森
氏
再
委
嘱
さ
れ
る

　
日
頃
、
身
近
な
場
所
で
、
行
政
上
の

困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
相
手
と
な
る

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
橋
詰
屈
氏
と

大
森
忠
氏
が
、
平
成
‥
１
１
年
４
月
１
日
付

で
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識
者

職階刎冷
人権擁護委員制度

の
中
か
ら
国
務
大
臣
総
務
庁
長
官
が
委

嘱
し
て
い
る
も
の
で
、
住
民
の
皆
様
か

ら
広
く
行
政
（
役
所
）
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
苦
情

の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
意
見
を
も
と
に
行
政
運
営
の
改
善

　６月１[]は、人権擁護委員法が施行

された日です。全国人権擁護委員遅合

会では、６月１[]を｢人権擁護委員の

則と定め、この日を中心として皆さ

んとともに一層の人権思想の啓発に努

めることを申し合わせています。本影

では、６月３旧こ心配ごと・人権合同

相談を行います。

　本影には、法務大臣から委嘱された、

次の６名の方々が活躍されています。

相談は無料で、相談内容についての秘

密は好守されます。

　　　　　　人権擁護委員　(敬称賠)

小林某々恵ちゃん　鈴木千彩ちゃん

　　　親子

(西　部)

　　　　　親子

(六美町北部)

吋こ雁妙ぺﾋﾟ刈

　　　あつ臣れ

　町では、第３子以上の児童を

養育している方に「すこやか子

育て支援金」を交付しています。

※支後金の受給要件、申請方法

等は、町福祉課児童福祉係（8ト

↓８３∩へ

を
進
め
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
町
の
相
談
所
で

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
　
　
敬
称
賂

・
橋
詰
　
通
　
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
－
０
２
５
ｑ
）

・
大
森
　
忠
　
通
町
３
－
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
－
２
０
３
Ｑ
）

氏　名 住　　所 電話

中嶋文一郎 下稲葉871番地 82－5808

大森　　忠 通町３番士2号 82－2033

高橋　弘行 中央町ｴO番27号 82－4614

碓氷　信男 上田1424番地１ 86－0003

石崎　典子 壬生丁112番地１ 82－2475

渡辺　光喜 大師阿付番17号 82－0811

石村峻ちゃん　加藤緋那子ちゃん

　　　　姉妹

(緑町４丁目)

　　　親子

(至宝町南)

‥ - ‥ - - - Ｕ ㎜ - - -

一 - - - - - - - - 一 … 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 ・ - 一 一

-

ｉ

－

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

堆
僑
公
敢
債
権
味

　
　

　
平
成
‥
１
１
年
の
地
価
公
示
価
格
が
、
国

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基
づ

い
て
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を
公
表

一
す
る
も
の
で
、
平
成
1
1
年
↓
月
上
目
現

　
在
で
調
査
し
た
も
の
が
３
月
2
6
目
に
公

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
野
で
は
次
の
1
4
か
所
が
標
準
地
と

し
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
野

総
務
部
企
画
財
政
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
示
価
格
は
ご
上
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
価
格
で
す
。

住
宅
地

・
中
央
町
３
２
７
寄
３

「
中
央
町
２
－
1
5
」
　
７
５
’
８
０
０
円

・
大
師
町
８
２
９
寄
３
外

「
大
師
町
1
5
－
3
2
」
　
６
４
’
０
０
０
円

・
い
ず
み
町
６
１
９
寄
4
5

「
い
ず
み
町
８
－
1
9
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
り
４
ヲ
８
０
０
円

・
幸
町
２
丁
目
３
４
０
２
寄
5
1

「
幸
町
２
－
2
0
－
1
0
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
り
り
乙
タ
士
０
０
円

・
大
字
安
塚
字
西
南
原
８
７
５
寄
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
り
乙
１
Ｑ
り
０
０
円

｜

｜

｜

・
駅
東
町
５
１
↓
蚕
３

「
駅
東
町
2
4
－
５
」
　
７
４
’
２
０
０
円

・
本
丸
２
丁
目
士
５
６
４
蚕
４

「
本
丸
２
－
1
3
－
1
5
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
）
８
Ｉ
ｎ
ぺ
）
Ｏ
Ｏ
円

・
落
合
２
丁
目
９
蚕
４

「
落
合
２
－
９
１
５
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
’
０
０
０
円
一

・
大
字
壬
生
丁
２
↓
７
蚕
6
0
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
’
２
０
０
円
一

商
業
地

心
緑
町
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丁
目
１
０
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２
番
１
７
０

「
緑
町
２
－
５
－
６
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士
３
５
ヲ
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０
０
円

・
緑
町
２
丁
目
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０
５
８
匹
田
１
り
乙
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緑
町
２
土
１
０
－
1
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士
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士
１
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０
０
円

調
整
区
域
内
宅
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大
字
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井
字
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↓
２
３
３
番
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乙
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・
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上
稲
葉
学
府
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２
２
７
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１
４
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０
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安
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字
西
原
２
３
８
９
番
１
１
‥
］
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お達者

　カップル⑩

城東町

　荒川

…
…
…

＼
牡
∠
…
…

栄一さん（78）
文子さん（75）夫妻

睦小学校６年

　　　長谷川　恭　佑

aaa1ゝ1aa1･a 43a･･4こ

　□

　　］し

　　土入

　　　フ

　　　　J､a4　　　JF　7尨　　　Ｊ　･&･

　　　∧

ず゛

　　　　　ゝ　、
　　　　ヅ

子
牛
胚
二

Ｊ
　
　
／
三
才

１

・ジ

サーフィン、ﾎﾞﾃﾞｨﾎﾞｰﾄﾞに挑戦したい

　　おもちゃのまち　清水朋子さん

　　　　｢今年こそは、サーフィンやボディボード

　　などに挑戦したい｣という朋子さんは、大の

　　スポーツ好きで、現在はテニス教室に通って

　　います。また、休[]は、ショッピングなどで

　　過ごすことが多いそうですが､将来は､スキュー

　　バ・ダイビングのライセンス取得や英会話も

　　マスターしたいと意欲旺盛な一面を見せてく

　　れました。

睦小学校１年

　　　荒　本　彩　乃
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五穀豊穣を願って
　北小林の小林寺の境内で、田植えの季節を前に、地

区の祭り「大祭」が４月↓5L］昨年に引続き行われまし

仁

　祭の際の組立式の屋台（大棚）には、登り竜、下り

竜の彫刻や１年間の種蒔きから収穫までの米作りの様

子を表した彫刻が飾られています。

　この天桶は約155年前の作で分解された状態で宝蔵

に収納されていました。昨年42年の歳月を越えて復活

レ今年は不足材料を補って修繕レ本格的に行うこ

とができました。

　地域住民約50人が参加し火棚の↓階では、北小林五

段囃子保存会のお囃子、２階では祈祷が行われ、ぼん

大を掲げた参加者が火桶の周りを練り歩きました。

　
岡
谷
の
軽
部
寛
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど

本
人
手
作
り
の
花
瓶
と
灰
皿
を
石
橋
地

区
消
防
本
部
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
軽
部
さ
ん
は
、
昭
和
5
9
年
に
隣
家
の

火
災
で
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

当
時
の
消
防
関
係
者
の
活
動
に
深
い
感

銘
を
受
け
、
以
来
そ
の
こ
と
が
気
に
な

り
、
い
っ
か
恩
返
し
を
し
た
い
と
仕
事

の
合
間
に
ケ
ヤ
キ
を
使
っ
て
作
成
し
て

い
た
も
の
で
す
。

１１

手
作
り
の
花
瓶
と
灰
皿
贈
る

ﾐ],れあ

　
「
今
の
趣
味
は
旅
行
か
な
。
で
も
体
を

悪
く
し
て
、
ハ
ワ
イ
旅
行
が
だ
め
に
な
っ

ち
や
っ
た
よ
。
」
と
荒
川
さ
ん
ご
夫
婦

は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
大
正
1
0
年
生
れ
の
栄
一
さ
ん
は
、
壬

生
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
青
年
学
校
に

進
み
、
昭
和
1
6
年
、
陸
軍
に
志
願
し
満

州
国
関
東
省
８
５
３
部
隊
に
入
隊
、
終

戦
後
も
漢
抗
や
上
海
に
残
留
し
ま
し
た
。

昭
和
2
2
年
に
引
き
揚
げ
て
き
て
か
ら
は

家
事
を
手
伝
い
、
そ
の
後
農
協
に
昭
和

5
5
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
も

万
能
で
、
職
場
や
自
治
会
の
運
動
会
で

も
活
躍
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
正
1
3
年
生
れ
の
文
子
さ
ん

も
、
千
生
尋
常
高
等
小
学
校
土
竿
業
後

東
京
銀
座
で
約
５
年
間
印
刷
業
を
手
伝

い
、
実
家
仁
尻
っ
て
か
ら
は
、
挺
身
隊

に
入
り
、
終
戦
ま
で
飛
行
機
な
ど
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
昭
和
2
4
年
に
知
人
の
紹
介

で
結
婚
し
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
や
盆
栽

な
ど
趣
味
も
多
く
、
旅
行
も
友
達
と
沖

縄
な
ど
全
国
を
回
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
栄
一
さ
ん
は
、
定
年
後
自
治
会
長
や

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
歴
任
し
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
も
２
級
の
審
判
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
以
来
自
治
会
活
動
や
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
も
、
積
極
的
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
２
か
月
に
１
回
は
病
院
に
通
っ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
と
て
も
お
元
気

な
ご
夫
婦
で
す
。

一警察署からのお知らせー

　　注意しましょう

(1)狭い道路では安全運転

　を励行する。

②相手の動きを注視レ

　進行する。

一事故の状況－

川 累計 前年比

事故件数 34 84 十５

死　　者 ０ ０ －１

負傷者 42 99 十40

なくそう
交通事故

交通事故の事例

　　　　　(北小林地内)

□卜・

　対向車が来たので、ハン

ドルを左にきり、安全に程

れ違おうとしたが、ハンド

ルを切りすぎ脱輪、あわ乙

で右にハンドルを切ったた

め、対向車と正面衝突。

-

一



-

-

規
律
訓
練
に
取
り
組
む
団
員
達

有事に備え、適切、機敏に

新消防団員52名を迎え訓練

　町消防団（中根幸男団長・団員203名）

は、４月の団員交替で新たに新団員52名を

迎えたのに際し、４月13［に町結合運動場

において、団員訓練を行いました。

　壬生町では、毎年大幅に団員交替があり

ますので、団員一人ひとりが有事の時に適

切・機敏に行動できるようにと行っている

ものです。

　常備消防（石橋地区消防組合壬生分署並

びに安塚分遣所）の職員に教えていただき

ながら、規律訓練やポンプ操法訓練を行い

ました。

　団長途は、花冷えの中、キビキビとした

動作を繰り広げていました。

と
ぢ
貧
に
附
会
を
が

　
郵
政
省
が
推
進
し
て
い
る
「
ケ
ア
・

タ
ウ
ン
構
想
」
で
、
壬
生
町
が
平
成
‥
‥
１
１

年
度
地
域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ケ
ア
・
タ
ウ
ン
構
想
」
は
、

自
治
体
と
郵
便
局
が
連
携
し
て
介
護
知

識
な
ど
の
習
得
、
介
護
機
器
の
普
及
な

省
が
全
国
5
0
地
域
を
指
定
、
県
内
で
は
、

壬
生
町
が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
を
受
け
、
介
護
機
器

の
貸
し
出
し
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
講

演
会
、
ヘ
ル
パ
ー
３
級
養
成
講
習
会
、

高
齢
者
の
疾
病
予
防
、
健
康
増
進
の
た

め
の
料
理
’
・
栄
養
に
関
す
る
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

　
介
護
機
器
は
、
桂
会
福
祉
協
議
会
が

窓
口
で
、
電
動
ベ
ッ
ド
、
電
動
ス
ク
ー

タ
ー
、
車
イ
ス
、
エ
ア
マ
ッ
ト
を
無
料

で
貸
し
出
し
ま
す
。

の
お
宅
を
月
二
回
訪
問
し
、
さ
わ
や
か
・

し
な
や
か
情
報
紙
「
は
れ
や
か
」
を
配

付
す
る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
し
、

何
か
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
町
に
連
絡

し
、
町
は
早
急
に
連
切
な
ケ
ア
を
行
う

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
肺
簡
易
保
険
加
人
者
協
会
栃
本

支
部
と
町
の
共
催
、
郵
便
局
の
後
援
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
役
場
保
健
課
健
康
増
進
保

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
8
1
－
１
８
３
３

と
を
支
援
し
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
　
　
　
こ
の
ほ
か
、
郵
便
局
で
は
、
外
務
員

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
で
、
郵
政
　
　
が
6
5
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

本
町
が
地
域
指
定
受
け
る

郵
政
省
の
ケ
ア
・
タ
ウ
ン
構
想

国会等移転の意義　国会等移転（首都機能移転）とは、国会・行政・司法の中枢機能を東京圏

以外の地域（東京から60km以遠）に移すことをいいます。

　今なぜ、国会等を移転するのかについては、大きく３つの意義がいわれています。

○国政全般の改革の促進

○東京一極集中の是正

○国の災害対応力の強化

　特に今日、国政の停滞は１日たりとも許されない状況のなかで、仮に東京で阪神・淡路大震

災のような大きな災害が起きた場合を想定すると、国家の中枢機能が麻蝉してしまい速やかな

復興支援が困難なばかりでなく、国民の生活に大きな支障が生じることになります。このため、

国会等を東京圏外に移転し、国の災害対応力を強化していくことが極めて重要な国家的課題で

す。問合せ　首都機能移転対策室　　０２８－６２３－２２０８

１２



来
園
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
公
園
に

　
六
美
会
が
ア
ジ
サ
イ
を
植
栽

　
来
園
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
公
園
　
　
黄
白
（
井
上
洋
一
会
長
）
で
は
、
４
月

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
六
美
町
の
六
　
　
４
日
昨
年
開
園
し
た
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子

の
森
で
、
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
会
員
2
8
名
が
、
早
朝
か

ら
黒
姫
や
胡
蝶
七
段
花
、
ア
ナ
ペ
ー
ル
、

ミ
ス
ヘ
プ
バ
ー
ン
等
約
2
5
種
類
の
ア
ジ

サ
イ
約
６
０
０
株
の
植
栽
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
苗
は
、
井
上
会
長
が
長
年
育
て
て
き

た
も
の
を
寄
贈
し
た
も
の
で
、
今
後
も

苗
を
育
て
て
同
公
園
に
移
植
し
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
今
日
か
ら
一
年
生

桜
の
花
も
祝
福
し
て
い
る
よ
う
に
咲
　
　
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

き
誇
る
中
、
４
月
９
日
（
金
）
町
内
の

８
小
学
校
（
新
入
生
３
７
０
人
）
で
、

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
壬
生
小
学
校
（
大
出
常
三

郎
校
長
）
で
も
１
２
９
名
の
新
一
年
生

か
誕
生
し
ま
し
た
。
上
級
生
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
達
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ

席
に
つ
い
た
新
一
年
生
は
、
校
長
先
生

や
、
来
賓
の
方
々
の
お
話
を
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
緊
張
し
た
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気

に
返
事
を
し
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
学
校

　　.－

J

　　　　新入学児童の交通安全願い

　　　　黄色い帽子370人分を贈る

戦　

栃木県明るい社会づくり協議会壬生支部会(田

ill

，
中義‾会長)ではヽ今年の新入学児童370人に黄色

'者:ハヽ帽子を贈ることになり，その贈呈式が４月５日

　　　壬生小学校で行われました．等　　

これは，新入学児童の交通安全を願い，同支部
合　

活動の一環として毎年行っているもので，今年で

同　

24回目となります．
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桜
の
花
咲
く
４
月
３
日
、
町
慰
霊
牌

管
理
委
員
会
（
三
上
義
市
会
長
）
主
催

の
戦
没
者
等
合
同
慰
霊
祭
が
、
遺
族
会
、

軍
恩
会
、
日
毎
会
関
係
者
等
約
１
２
０

名
の
参
加
の
も
と
、
東
雲
公
園
慰
霊
牌

前
に
て
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
・
災
害
に
お
い
て
祖
国
の

礎
と
な
り
尊
い
命
を
落
と
し
穴
８
０
０

合
性
の
英
霊
に
向
け
て
、
三
上
会
長
が

祭
文
を
奏
上
、
続
い
て
来
賓
の
清
水
町

長
、
川
島
議
長
、
佐
藤
衆
議
院
議
員
、

鰹
沼
県
議
、
県
・
郡
の
遺
族
連
合
会
長

ら
に
よ
り
、
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
町
文
化
協
会
に
よ
る
奏
吟
、
ラ
ッ

パ
保
存
会
に
よ
る
ラ
ッ
パ
演
奏
の
あ
と
、

参
列
者
全
員
に
よ
り
、
英
霊
に
対
し
て

白
菊
が
献
花
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
町
内
剣
道
故
京
に
よ

る
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
、
少
年
剣
士
穴

ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

㈹朧
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

残
雪
の
彼
岸
と
聞
き
し
ふ
る
さ
と
の

花
の
使
り
は
何
時
ご
ろ
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

あ
げ
し
書
に
赤
丸
多
く
つ
き
た
れ
ば

子
供
の
ご
と
く
心
は
づ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
テ
ル
エ

芝
焼
け
ば
根
元
は
す
で
に
緑
萌
え
此

処
に
も
小
さ
き
春
待
つ
い
の
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

虎
猫
に
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
覗
か
れ
た

話
か
け
た
ら
そ
っ
ぽ
向
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
ヤ
ノ

俳
　
句

長
椅
子
に
老
の
う
た
た
寝
花
ぐ
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

花
冷
え
や
母
の
Ｔ
百
さ
か
ら
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

若
鮎
の
パ
ワ
ー
し
ば
ら
く
掌
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

花
冷
え
や
玄
関
先
の
押
問
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

１３



ふ
Ｉ
・
ｎ
ノ

Ｊ
に

洽
尿
’

連
々

　
（
川
り

川
－
’
。

１
剛
Ｈ
り

Ａ
ゆ
ｙ

４
工‘

工
山

～作家のこの一枚(２)～

『染色壁面装飾

　　大いなるメロン』(1953年)

高久空木(1908－1993)

綿天じゅく・ろうけつ染

　　　(252×99cm)壬生町所蔵

広
川
根
五
郎
に
師
事

文
具
・
新
文
具
・
日
展

　
　
　
　
　
　
（
１
９
３
６
－
１
９
６
２
）

紀
元
２
６
０
０
年
奉
祝
展
〒
９
４
０
）

新
文
具
特
選
（
１
９
４
２
）

戦
時
特
利
文
具
（
１
９
４
告

示
風
会
具
（
１
９
５
１
－
１
９
５
５
）

日
展
審
査
口
］
〒
９
５
３
）

日
展
合
口
］
〒
９
５
８
）

砂

乃ヤ

ザ

○
日
　
時
　
６
月
2
5
日
（
言

　
　
　
　
　
開
場
一
午
後
６
時

　
　
　
　
　
開
演
一
午
後
６
時
3
0
分

○
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
犬
ホ
ー
ル
（
城
址
公
園
ホ
ー
ル
）

栃
木
県
出
身
大
家
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
（
い
ぴ
ｒ
Ｏ
（
ぴ
）

染
織
巨
匠
展

〒
９
８
９
－
１
９
９
３
高
島
屋
）

１
９
７
８
　
二
人
展

　
　
　
　
　
　
　
　
（
帝
国
ホ
テ
ル
）

１
９
８
８
　
二
人
展
（
高
島
言

１
９
９
７
　
回
顧
展

　
　
（
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
懇

Ｏ
入
場
料

　
　
Ａ
席
３
千
５
０
０
円
（
指
示

　
　
Ｂ
席
２
千
５
０
０
円
回
生

※
入
場
券
は
、
壬
生
中
央
公
民
館
、

　
稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
、
壬
生

　
町
施
設
振
興
公
社
　
（
統
合
公
園

　
内
）
　
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
呆
就
学
兄
の
入
場
は
で
き
ま
せ
言

Ｏ
主
　
　
催

○
後
　
　
援

○
問
合
せ
先

㈱
町
施
設
振
興
公
社

壬
生
町
敦
育
委
員
会

壬
生
町
中
失
公
民
館

�
8
2
－
Ｏ
１
０
（
り

-

言亘≧バこ　ら乙、
こΣ言言七言首玉t
元回ヤ言俯釧回ｍ宍
回ぷ誤工三言百足
身偏宍戸９'昌戸谷豆J

　
　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

第
３
回
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
様
①
　
　
１
万
３
千
２
４
２
円

一

佐
藤
　
重
子
様
①
　
　
　
　
　
　
５
千
円

壬
生
町
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
会
様
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
１
０
３
円

県
南
環
境
㈱
様
⑩
　
　
　
　
　
　
２
万
円

濁
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
　
お
花
見
実

行
委
員
会
様
⑤
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
⑩
　
５
万
円

★
睦
作
業
所
へ
　
（
指
定
寄
付
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
実
行
委
員
会
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

○
日
　
時
　
８
月
2
7
日
（
言

　
　
　
　
　
開
演
一
午
後
６
時
3
0
号

○
会
　
場
　
壬
生
町
中
央
公
民
館
犬
ホ

　
　
　
　
　
ー
ル
（
城
跡
公
園
ホ
ー
ル
）

○
入
場
料
　
２
千
円
（
合
席
白
世

※
入
場
券
は
５
月
1
2
日
よ
り
、
壬
生

　
町
中
央
公
民
館
、
稲
葉
、
南
犬
飼

　
出
張
所
、
㈲
壬
生
町
施
設
振
興
公

　
社
事
務
所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
呆
就
学
兄
の
入
場
は
で
き
ま
せ
言

○
主
　
　
催
　
姉
町
施
設
振
興
公
社

○
後
　
　
援
　
壬
生
町
教
育
委
員
会

Ｏ
問
合
せ
先
　
壬
生
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
１
０
１
０
只
）
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